
水まわりの特長
建物の特徴
1954（昭和29）年の完成以来、東海3県のランドマーク的存在であり続けてきた名古屋テレビ塔が、2020（令和2）年10月、久屋大通公園のPFI再開発事業と連携して、都市型のオーベルジュとしてローカライズ（地域にあわせて再編集）されたホテル、「THE TOWER HOTEL NAGOYA」として開業された。世界初の工法による免震工事など3年の歳月を掛け、地産美食と称されるレストランも備えた全15室のスモールラグジュアリーホテルとして、テレビ塔の歴史に新たな命を吹き込む。アートやクラフトがホテルのいたるところに散りばめられ、タワーの駆体鉄骨をインテリアに融合させた客室など、「ART × CRAFT × LOCAL」を、国内のみならず海外へも発信していく、新たな街のシンボルとなっている。

水まわりの特長
客室でお客さまをお迎えするのは、絵画や写真、映像、テキスタイルなど、 一室ごとに異なる地元のアーティストによる作品たちである。たとえば、 5FのForest Terrace Suiteのラグジュアリーな一室のインテリアは「原点回帰」。1954（昭和29）年テレビ塔開業年の世界観をテーマに、ミッドセンチュリーを基調とする。そのコンセプトに沿ったバスルームは、スタンドタイプのバスタブやゆったり配置された2台の洗面器など、柔らかな木目に包まれる非日常の水まわり空間。トイレには、優美なデザインと最先端の機能が融合したウォシュレット一体型ネオレストNXが設置されている。どの客室にも、「このホテルで出会う、触れる、すべてのものが五感を刺激し、日常を忘れさせてくれる」という思いが形となっている。

東海地方のランドマークであり、国の登録有形文化財である名古屋テレビ塔に、世界初のタワーホテルとして、全15室のスモールラグジュアリーホテルが誕生した。

建築概要
名称	 THE TOWER HOTEL NAGOYA
所在地	 愛知県名古屋市中区錦3-6-15
施主	 株式会社アメーバホールディングス
設計	 有限会社 デザインクラブEMW、有限会社ファムス（4F）
施工	 建築　株式会社ワイテック（5F）、株式会社二友組（4F）
	 設備　Ai.plus株式会社（5F）、祖父江工業株式会社（4F）
竣工年月	 （改修）2020年9月
敷地面積	 2,015.44㎡
建築面積	 1,211.00㎡
延床面積	 3,799.33㎡
構造・階数	 鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造・地下1階、地上5階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストNX：CS900BR
 浴室用水栓金具：TBW01403J

バスルームは、空間全体を包む木目調のデザインを活かした広 と々した空間。2台の洗面器がゆったりと配置され、豊かな気持ちで見繕いできる。1954（昭和29）年、名古屋テレビ塔開業時を想起させるミッドセンチュリースタイルのインテリア。この場所にしかない「歴史」の香りと、モダンテイストが溶け合う空間となっている。5Fに位置するスイートルーム。都心のホテルには珍しい専用のテラスを備え、パークビューを一望できるラグジュアリーな80㎡の客室（テラス含む）。

THE TOWER HOTEL NAGOYAのホテルコンセプトは、「ローカライジング」。地域で育まれた文化・伝統・食材・アート・クラフトを発信。専用エントランスでは、地元アーティストの壁面アートが出迎える。

眼下に広がる緑豊かなセントラルパークが眺望となる客室。モルタルやレンガ、構造材である鉄骨をインテリアに融合させた、タワーホテルならではの空間を体験できる。（57㎡）柔らかな流線形が特徴的なデザインの、ウォシュレット一体形便器ネオレストNXを設置。優美なデザインと最先端の機能が融合。ナチュラルな空間に調和しながらも確かな存在感を発揮して、非日常を演出している。バスルームの一角に、プライバシーに配慮したトイレを個室として配置。壁、床、天井の素材感を木目調で統合し、つながりを感じさせている。ここでしか体感できない空間の設えにこだわった。

光と影の表情が浮かびあがる、落ち着きのある上質な空間に、存在感のあるシャワーバーを設置。シャワーヘッドのコンテンポラリーなフォルムが、空間に溶け込みながら確かな世界観を主張している。アートと触れ合うホテルライフを象徴するロビーは、鉄骨が剥き出しとなった空間。東海地方ゆかりの作家によるタワーのオブジェを中心に、さまざまなアート作品を肌で感じることができる。

T H E  T O W E R  H O T E L  N A G O Y A
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ロビー・ギャラリー アートと触れ合うホテルライフを象徴
するロビーは、鉄骨が剥き出しとなっ
た空間。東海地方ゆかりの作家による
タワーのオブジェを中心に、さまざまな
アート作品を肌で感じることができる。

Park Corner Suite 
シャワールーム

光と影の表情が浮かびあがる、落ち
着きのある上質な空間に、存在感のあ
るシャワーバーを設置。シャワーヘッド
のコンテンポラリーなフォルムが、空間
に溶け込みながら確かな世界観を主
張している。

Forest Terrace Suite 
バスルーム

バスルームの一角に、プライバシーに
配慮したトイレを個室として配置。壁、
床、天井の素材感を木目調で統合し、
つながりを感じさせている。ここでしか
体感できない空間の設えにこだわっ
た。

Forest Terrace Suite 
トイレ

柔らかな流線形が特徴的なデザイン
の、ウォシュレット一体形便器ネオレスト
NXを設置。優美なデザインと最先端
の機能が融合。ナチュラルな空間に
調和しながらも確かな存在感を発揮
して、非日常を演出している。

Park Corner Suite 
客室

眼下に広がる緑豊かなセントラルパー
クが眺望となる客室。モルタルやレン
ガ、構造材である鉄骨をインテリアに
融合させた、タワーホテルならではの
空間を体験できる。（57㎡）

エントランス THE TOWER HOTEL NAGOYA
のホテルコンセプトは、「ローカライジ
ング」。地域で育まれた文化・伝統・食
材・アート・クラフトを発信。専用エントラ
ンスでは、地元アーティストの壁面アー
トが出迎える。

Forest Terrace Suite 
客室

5Fに位置するスイートルーム。都心の
ホテルには珍しい専用のテラスを備
え、パークビューを一望できるラグジュ
アリーな80㎡の客室（テラス含む）。

Forest Terrace Suite 
寝室

1954（昭和29）年、名古屋テレビ塔開
業時を想起させるミッドセンチュリース
タイルのインテリア。この場所にしかな
い「歴史」の香りと、モダンテイストが溶
け合う空間となっている。

Forest Terrace Suite 
バスルーム

バスルームは、空間全体を包む木目
調のデザインを活かした広 と々した空
間。2台の洗面器がゆったりと配置さ
れ、豊かな気持ちで見繕いできる。

建築概要
名称	 THE TOWER HOTEL NAGOYA
所在地	 愛知県名古屋市中区錦3-6-15
施主	 株式会社アメーバホールディングス
設計	 有限会社 デザインクラブEMW、有限会社ファムス（4F）
施工	 建築　株式会社ワイテック（5F）、株式会社二友組（4F）
	 設備　Ai.plus株式会社（5F）、祖父江工業株式会社（4F）
竣工年月	 （改修）2020年9月
敷地面積	 2,015.44㎡
建築面積	 1,211.00㎡
延床面積	 3,799.33㎡
構造・階数	 鉄骨造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造・地下1階、地上5階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストNX：CS900BR
 浴室用水栓金具：TBW01403J

外観

東海地方のランド
マークであり、国の
登 録 有 形 文 化 財
である名古屋テレ
ビ塔に、世界初のタ
ワーホテルとして、
全15室のスモール
ラグジュアリーホテ
ルが誕生した。

水まわりの特長
建物の特徴
1954（昭和29）年の完成以来、東海3県のランドマーク的存在であり続けてきた名
古屋テレビ塔が、2020（令和2）年10月、久屋大通公園のPFI再開発事業と連携し
て、都市型のオーベルジュとしてローカライズ（地域にあわせて再編集）されたホテ
ル、「THE TOWER HOTEL NAGOYA」として開業された。世界初の工法に
よる免震工事など3年の歳月を掛け、地産美食と称されるレストランも備えた全15
室のスモールラグジュアリーホテルとして、テレビ塔の歴史に新たな命を吹き込む。
アートやクラフトがホテルのいたるところに散りばめられ、タワーの駆体鉄骨をインテ
リアに融合させた客室など、「ART × CRAFT × LOCAL」を、国内のみならず
海外へも発信していく、新たな街のシンボルとなっている。

水まわりの特長
客室でお客さまをお迎えするのは、絵画や写真、映像、テキスタイルなど、 一室
ごとに異なる地元のアーティストによる作品たちである。たとえば、 5FのForest 
Terrace Suiteのラグジュアリーな一室のインテリアは「原点回帰」。1954（昭和
29）年テレビ塔開業年の世界観をテーマに、ミッドセンチュリーを基調とする。その
コンセプトに沿ったバスルームは、スタンドタイプのバスタブやゆったり配置された2
台の洗面器など、柔らかな木目に包まれる非日常の水まわり空間。トイレには、優美
なデザインと最先端の機能が融合したウォシュレット一体型ネオレストNXが設置さ
れている。どの客室にも、「このホテルで出会う、触れる、すべてのものが五感を刺
激し、日常を忘れさせてくれる」という思いが形となっている。
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